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＜連絡事項＞
・勤務調整により病床管理者の変更を連絡します。

12月3日（金）　金井⇒藤原

12月4日（土）　藤原⇒金井（日勤チーフも）。
・売店の年末年始は、12/31～1/2は休業となります。
　また、安全ベルトなど購入の場合、手数料￥550がかかり、複数注文が重なった場合などは手数料が少なくなることもあるとのこと。南病棟で多数使用されている腰ベルトは、税込￥6600＋手数料￥550（またはこれより安くなることはある）。手数料はその時々で変動するとのこと。
・車椅子、ミトン、車椅子ベルトを使用している患者様は、受け持ちでご家族へ連絡し、レンタルや購入をすすめてください。

＜患者様連絡事項＞
・前田　あさ様～11/28　23:55　死亡退院となっている。
・田代　慧治様～東病棟Cユニット4号室より南病棟Dユニット207号室へ転入。
東病棟から三女様に架電。"主治医より正常圧水頭症精査の他科受診進めるよう指示が出ている為、家族様付き添いで八戸赤十字病院の受診をして頂きたい"との依頼をしている。受診日を調整中。
・神山　典夫様～退院の衣類を持参している。
主治医より退院指示、退院時処方が出ている。
・吉田　清次郎様～ご家族へ外出・外泊について、主治医より許可が出た事を報告している。外出・外泊中は、ご家族の付き添いが必要になること、長期間に外泊は難しいこと、感染対策を徹底して頂きたい事、金曜日から気分の変化がある為、本人の行動に注意して頂きたい事を伝えている。本日、遺体の引き取り予定であるとのことで、葬儀などの予定が決まったら連絡しますとのこと。Drからの許可や準備がある為、日程が決まったら、余裕を持って連絡を頂きたい事を伝える。
・小山　章様～点滴2日分継続処方となる。
＜居室変更＞

・小山　章様　　　南病棟D207号室➝南病棟B101号室。
・大友　富美子様　南病棟D203号室➝南病棟A120号室（本人：観察室）。
・藤村　悦子様　　南病棟A120号室→南病棟D203号室。
＜船場Ｄｒ診察＞
・前田　忠弘様～臨時薬、ウルソデオキシコール酸14日分継続処方となる。
＜小柳Ｄｒ診察＞

・梅澤　昭策様～臨時薬）乳酸が7日分継続処方となる。
・平野　照子様～セロクエル２５ｍｇ錠　8日分処方。
＜退院支援関連＞

・中里キヨヱ様～大川SWからの情報。
GH「赤ずきん」より受け入れ可の連絡あり。現在、空床が1床あり為、早めにいつでも受け入れ可能とのこと。退院の際は、施設の車が迎えに来ます。ご家族も来院必要です。通院は、当院希望で、通院の際は、施設スタッフ、家族の予定。頓服薬がある場合は、欲しいとのこと。
必要なもの

・診断書

・看護サマリー
主治医より、退院の許可あり。
・田中　信作様～次女様とＴＶ面会。

次女さんから、自宅退院して、娘が同敷地内の空き家に冬の間住み、食　　事の準備など家事を支援したいと本人に伝える。しかし本人の表情が険しくなり妻に対して怒り始める。本人は元々大工の棟梁で、きっちりした性格。免許返納して自宅にいるようになり、妻が家事が出来ないのが目につくようになったことから、入院前から夫婦関係は不良だったとの事。妻の部屋と浴室に鍵をつけ、娘が空き家に住むことで自宅退院を目指していたが、本人は「今の方(離れて暮らしているほう)がいい」とも話しており、自宅か施設かは、もう一度長女とも相談して来週ＴＶ面会時に意向を聞かせてもらうこととなる。

＜要注目患者様＞

・沢山　等　様～体温36.2℃　脈拍84回/分　血圧142/88㎜Hg　酸素2L使用し酸素飽和度98％。努力呼吸みられず。
・風穴　義信様～体温36.2℃、脈拍68回/分、血圧167/79ｍｍｈｇ、酸素飽和度99％。
・吉田清次郎様～食事の際はホールに出てくることができている。スタッフ声掛けに対し「眠れた」と話している。
・藤村　悦子様～朝食拒否なく2/3摂取している。不穏さなし。
・馬渡　照雄様～ケア時「うーん」と声出しているが疎通は困難。両眼瞳孔散大し対光反射なし、上肢筋緊張強い。
・中村　ヤス様～妄想発言なくホールで穏やかに過ごす。
・中里キヨヱ様～ホールにて過ごされている。「寒いな、段々に冬さなるな」と穏やかに話している。
・大友富美子様～独語活発で、「誰と話しているのか？」の問いには、「一人で話してるの」と返答している。
・小山　章　様～体温36.3℃、脈拍72回/分、呼吸18回/分、血圧167/79ｍｍｈｇ、酸素飽和度95％。
・菊池　智惠様～夕食は自力で摂取するも時間要している。1/3程摂取し「もう食べれません」と話されている。朝食は食べ始めるも手を止めている為、声掛けする。「もう食べたかと思っていた」と話す。
・鈴木　良子様～他者交流ないがホールでは問題行動なく過ごす。夕方、尿失禁多量にしている。
＜転入患者様情報＞
担当：川瀬ＮＳ
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記憶障害、見当識障害、大声、易怒興奮、介護抵抗、理解力や判断力の低下、歩行障害、頻尿

転出日：R3年　11月　29日

患者様氏名 田代 慧治  　様  担当主治医　：　馬渡　晃弘

入院年月日 令和3年11月16日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名

 主病名　：　混合型認知症、正常圧水

頭症の疑い

 身体合併症　：　不眠症、便秘症、不穏状態、幻覚妄想状態、躁

うつ病、高血圧症

【経過】

H26年頃より認知機能低下認め、次第に歩行障害顕著となる。R3年頃より大声で叫ぶ・希死的発言等の

行動異常が出現。同年11.16当院初診し正常圧水頭症が疑われる状態との事で同日精査・治療目的での

入院となる。入院時より大声で叫ぶ事が続いており、現在も大声を出す事はあるが過度とはなっていな

い。易怒性・興奮も現在は見られず、静穏に療養生活を送る事が出来ている。

※正常圧水頭症精査の為の他科受診調整するよう11/25主治医より指示が出たが、現状未調整。PSWに

は情報提供済。

【退院支援】施設入所希望　【介護度】要介護３　【ケアマネ】さくら荘　エド氏

【緊急時】当院にてDNAR

【コロナワクチン】２回済（7/2②）

【インフルワクチン】11/25済

【車椅子】レンタルA介助

最終排便（R3年11月28日）

精神症状

問題行動

処遇制限 無

常食（普通盛り）常菜

 買物無し(差し入れのみ)

 

 上:総義歯・下:部分義歯

最終入浴日（R3年11月25日）

生活自己管理状況

備考



退院計画

（家族受け入れ状況）

施設入所希望

現在の処置 無

ADL

備考


